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＜修正版＞
報告会開催後に
スライド19、49などの
内容にかかわる修正のほか
エディトリアルな微調整を行った



項目

改訂内容の確認方法

改訂内容

© 2022 JSA 2



項目

改訂内容の確認方法

改訂内容
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掲載ページ

出典：https://www.iso.org/directives-and-policies.html
アクセス：2022-07-07

“ISO Directives”で検索するとトップに表示
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変更履歴版

出典：https://www.iso.org/directives-and-policies.html
アクセス：2022-07-07

変更履歴版（Word)

次のスライドでこの一番上のフォルダを説明
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※変更点をまとめたプレゼンテーションも掲載

• 長所：ノート部分に変更詳細が明示されて網羅
• 短所：NOTE部分を、読むのが大変

スライドが一般的説明のみの場合がある

出典URL ：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
アクセス：2022-07-22
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項目

改訂内容の確認方法

改訂内容
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1. 映写資料：ISO発行の変更説明パワーポイントを
a. トピックインデックスとして使用（但し順序変更・グループ化）
b. 情報整理（表・図示）
c. 他の関連変更点も紹介

2. 話す内容
a. 変更点
b. 変更の性質・影響の分析と対処法の一例
c. （今後の検討につながる問題意識）

説明の進め方

緑のスライドがそのトピックの開始を示す
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パワーポイント資料の見方

1. 改訂（変更）部分を基本的には赤字で記載
2. ［1-2.5］［S-2.3.1］などは
［Directivesの種類 - 箇条番号］の意味
※1はISO/IEC共通部分
※SはISOのSupplement

3. 映写のみのスライドもあります
4. 口頭：「DP1(ディーピーワン）」＝ Directives Part 1
5. （端的に話します）
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影響が大きいのは？

☑議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
☑国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 周知調整要

Consultation

実際は違う文章が使われている
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委員会段階
委員会原案 (CD)承認条件［1-2.5］

誰が TC/SC/PCのＰメンバーが

何を ８週（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ），１２週，１６週の期間で

CDの内容を検討し、コメントを提出する

承認
条件

Ｐメンバーのコンセンサス
コメントを検討し、コンセンサス*の原則に則って
次の段階に進めるかどうかを決定

※メンバーはCDを慎重に検討し、この段階で
全ての該当する(pertinent)コメントを提出しなければならない[1-2.5.1]
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委員会段階
委員会原案 (CD)画面 変更前

Do you approve the circulation of the draft as a DIS?

画像出典：ISO Portal
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委員会段階
委員会原案 (CD)画面 変更後

Do you have any comments related to the Committee Draft ?

画像出典：ISO Portal
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影響が大きいのは？

☑議長

☑CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
☑ Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 周知調整要

“Committee Draft Consultation”

前のトピックから続きます
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委員会原案 (CD) 回付後の対応［1-2.5.3］

幹事国が（議長とPLと相談し）下記いずれかを提案

a. 委員会の適切なグループ（一般的にはWG）が
コメント検討

b. 改訂CDを回付

c. そのCDまたは改訂したCDをDIS登録
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✓コンセンサスとは？

✓コンセンサスの有無
は誰が判断?
✓コンセンサスに疑義
があったら？
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用語説明：コンセンサス(consensus)

重要な利害関係者の中に妥協できない反対意見が無い

すべての関係者の見解への考慮に努める過程を経て

対立した議論の調和努力を経て全体的な一致をすること

※満場一致は意味しない

（ISO/IEC Guide 2:2004で定義）
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コンセンサス（有無）の決定は誰が? [1-2.5.6]

 ISO/IEC Guide 2:2004の定義を踏まえて
議長が判断（CM, PLと適宜相談の上）

CM議長

PL

• 改めて1-2.5.6全文確認
• 話し合う

※2022年版の変更点ではなく、もとからこのルールはあったが、今回の変更で影響が大きくなった。
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コンセンサスに疑義がある場合?[1-2.5.6]

コメントに沿って改訂されたCDへのコンセンサスに
疑義がある場合、
投票Pメンバーの2/3以上の承認で
DISとしての登録が認められたとみなしてもよい

 （つまり委員会決定が必要（CIB投票か会議決議））
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
☑ Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 周知調整要

前のトピックから続きます CDの変更点からの類推で理解可能
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国際規格案(DIS)
投票後の対応 [1-2.6.4]
まず委員会の適切なグループ（一般的にはWG)が
コメント処理をして

（必要に応じて）改訂版作成

議長に必要なアクションを助言する

その後議長が （幹事国・PL又はWGのコンビーナ
・中央事務局と相談し）今後どう対応するかを決定
（Office of the CEO = TPM）
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ドラフトに
専門的な変更が…

無
Proofを経て出版

DISの再投票（つまり改訂DIS＝DIS２）
※承認の場合のDIS再投票は1回のみ許可
※8週投票（＝否決の場合の再回付と同じ週数）

FDIS投票

国際規格案(DIS)
投票結果が承認 の場合[1-2.6.4 a)とb)]

[1-2.6.4 a)]

有
[1-2.6.4 b)]
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国際規格案(DIS)
否決 の場合[1-2.6.4 c)]

1. 改訂DISを投票回付(8週投票→１２週に延長も可能）
改訂CDを回付

2. DTS投票又はDPAS投票を回付
（コメント用ではなく承認段階から）

3. 廃案（委員会決議要）

※2022版での削除
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国際JDMT・DMTの方針

改訂の目的

1. ルールの共通化を図る

2. ルール記述と実状のずれを無くす

3. 明確化 （Plain English も）

→続いて次の説明 それぞれ独立した変更2点© 2022 JSA 24



□議長

☑CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化

厳密には
Nomination
について

流れ：
→ CMがNomination(指名）
→親組織がAppointment（任命）
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TC及びSCの議長（Chair） [S-1.8.1]

“For the nomination of a Chair, the Secretariat 
may inform the P-members of their candidates”

 consultではなく “inform”してもよい
 つまり（真意）：議長のnomination(指名)時に

当該委員会メンバーへの相談や承認は不要であると明確化
 （通信で周知を行うときには特に注意が必要）

※この一文全部が追加となった
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影響が大きいのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 周知調整要
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Ad-hoc Group [1-1.14] Advisory（機能をもつ）Group [1-1.13]

任務
厳密に定義された

問題(problem)の調査と報告
委員会業務調整・計画・

運営・諮問的性格の特定の任務

メンバ
委員会役職者・国代表組織指名
の個人（専門家又は国家利益代

表）・リエゾン機関代表者

委員会役職者・国代表組織指名
の個人（専門家又は国家利益代

表）・リエゾン機関代表者

NG事
項

記述無
文書提案・文書整合性確保のため

の作業OKだが
文書の作成そのものはNG

設立 記述無
親委員会が設立前にコンビーナ・
メンバーシップ・ToRを合意要

解散
報告書が提出された後

委員会が解散

任務完了後

委員会が解散

※比較的短期の活動 standing活動
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全文通じて英語表記の変更

要注意

要注意

総称としてのdocumentに統一（DP2では2016年からすでに）

要注意
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
☑国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 寛大化
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性質 normativeもinformativeも Informativeのみ

文書 IS TS PAS TR
開始
方法 NP NP 決議 決議

開始
承認
条件

(投票Pメンバーの
承認数）

2/3以上
4または5か国
以上の参加

2/3以上
4または5か国
以上の参加

単純過半数 単純過半数

各文書初版の開始方法と開始承認条件
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文書 TS [1-3.1] PAS[1-3.2,S-3.2.2] TR[1-3.3]

NP 必要
不要

(2.6.4, 2.7.7の結果としてのPASは

NP Formで情報提示推奨）

不要

開始のため

の決議

NPがあるため
該当せず

単純過半数での決議 単純過半数での決議

作成段階 必要 任意 必要

委員会段階 任意で行ってよい 任意で行ってよい 任意で行ってよい

承認段階 8週間のDTS投票 8週間のDPAS投票 8週間のDTR投票

投票後“ed”以
外の修正をする

場合
再DTS投票 再DPAS投票 再DTR投票

必要な、
投票Pメンバーの

承認数
2/3以上 単純過半数 単純過半数

各文書初版の各段階の変更点の説明
更に詳しく

※

※
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問い： TS・PAS・TRの（任意の）

「committee stage 委員会段階」とは？

答え：
DTS・DPAS・DTR投票の前に

コメント用にドラフトを回付すること

TS,PAS,TRは全段階が
委員会内で

行われるけどなぁ？
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CSへのファイルの提出は承認段階の投票前に！

① 大前提：承認段階の投票
回付はISO/CSが行うことに

② 幹事国からISO/CSに
Submission Interfaceで
ファイルを提出

③ 投票回付の前に
ISO/CSで文書の編集

ここ

※これまでは承認の後、出版前の提出だった
合理的な変更だが、投票前に時間がかかることになった
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
☑国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化 寛大化
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内容 NP? 決議承認条件?

既存のISの改訂または追補 不要 単純過半数

既存のTSをTSとして改訂 不要 単純過半数

既存のPASをPASとして改訂
（6年の有効期限内のもののみ）

不要 単純過半数

TSをISに変換 不要 2/3以上

PASをISに変換 不要 2/3以上

PASをTSに変換 不要 2/3以上

NP不要のケースでの改訂・変換作業開始条件
[S-2.3.1]

文書のスコープを拡大し改訂または追補 不要 2/3以上 かつCMがエキスパ
ート数確保を確実に

文
書
ス
コ
ー
プ
拡
大
無

拡
大
有

いわば「アップグレード」するとき

投票Pメンバーの
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決議に入れる内容（文書スコープ拡大無のケース）

委員会で、以下の内容を入れて決議を取る

1) target dates
2) 文書のscopeを拡大しないことの確認

3) Convenor か Project Leader
4) 該当するUN Sustainable Development Goals

[S-2.3.1]
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影響が大きいのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
☑国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
寛大化
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棄権の推奨 [1-Foreword, c) Discipline]

国内のコンセンサスがない又は

専門的なインプットが無い場合には

棄権することが推奨される

 棄権票は、無投票とは異なり投票行為の一つ（Pメンバーの義務を果たしている）
 棄権票は、投票のカウントから除外される
 （棄権票は、コンセンサス形成の判断からも除外される）
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Pメンバーの自主的なOメンバー降格[1-1.7.3] 

委員会レベルの投票対応や
WGレベルでの活動に参加するための
専門的知識が継続的に不足している場合は
自主的にOメンバーに降格してもよい

 （自主降格をした場合には
12か月待たずにPメンバーに復帰可能とのこと）

ひとやすみ
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プロジェクトの自動取り消し[S-2.1.6.2] 

プロジェクトの延長要請の送り先が
TMBから中央事務局（＝ここではTPM)に

自動的に取り消しされたプロジェクトの復活が
TMBの承認ではなく委員会の承認でできるように

Office of the CEO

（※文書の種類によって承認方法は異なる）
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
☑ Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像
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発行〆
TC/SC/PC会議

Virtual

TC/SC/PC会議
対面か

ハイブリッド

WG会議
virtual

WG会議
対面か

ハイブリッド

会議通知

幹事国が
会議8週間前ま

で

幹事国が
会議16週間前ま

で

コンビーナが
会議4週間前ま

で

Agenda

幹事国が
会議8週間前ま

で

幹事国が
会議16週間前〆

コンビーナが
会議4週間前〆

コンビーナが
会議6週間前

〆

審議文書 TC/SC幹事国が会議6週間前〆
WGが決定する（事前検討が十分
できるようなタイミングで配布）
推奨：会議の4～6週間前〆

*新規設置PCの場合、NPで初回会議の開催日が伝達されている場合には、例外的に6週間前通知でもよい。

[S-TableSK.1] [S-TableSK.2]
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プロジェクトリーダー（Project Leader)報告先
委員会直下のProject

→PLは、委員会議長及びCMに報告

WG下のProject
→PLは、WG Convenorに報告

最初の
[1-2.4.5]
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作成段階でのプロジェクトリーダー（PL)の
業務明確化

そのプロジェクトに関連するWGの
すべての会議を招集し議長を務める

PLは、WGの中から一人を選んで
事務局（WG Secretary) を
務めるよう要請してもよい

[1-2.4.5]

画像出典：ISO Portal

Secretaryという言葉は
紛らわしいですね・・・© 2022 JSA 45



WGの業務遂行（電子的手段の使用）

最新の電子的手段を使用するのが望ましい

透明性とトレーサビリティーのために、
WG文書の回付及びメンバーとの通信には、
中央事務局提供のプラットフォームを
使用しなければならない

[1-1.12.6]

current electronic means
※一文全部が追加となった
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[1-D.1.3]
突然追加されたAssistant Committee Manager???

• JDMT/DMT会議での議論はゼロ
• 中央事務局での編集過程で追加されたらしい
• 次回会議でこの記述が妥当か審議予定そんな「役職名」は無いのだが
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化
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Joint Working Groups (JWG)
複数のISO及び/又はIECの委員会が利害関係をもつ
特定の任務を行うために設定してもよい

すべてのタイプの文書を作成可能

管理責任を負う委員会を1つ特定（次のスライドで詳述）

 コンビーナは、JWGに1名でも、または
各委員会からそれぞれ共同コンビーナを任命するのでもよい

 コンビーナ任命には業務を整理し会議を予定するために、
すべてのエキスパートのコンセンサスを求めなければならない

[1-1.12.7]

※報告会開催前の配布版の誤記を修正
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管理責任を負う委員会の業務は？

JWGの管理責任を負う委員会の任務

 業務計画にそのプロジェクトを記載

 CD,DIS,FDISの原案作成

 コメント対応の責任（通常はそのJWGが対応）

 出版物のメンテナンス

 関連文書をJWGに参加する全委員会に送付

“Committee with the administrative responsibility”

[1-1.12.7]

 どのDirectivesを使うか？
→管理責任を負う委員会が所属する組織のDirectives

(Supplementも含む）
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投票の回付 比較
左：委員会が同一の機構に所属の場合 右：委員会の所属機構が異なる場合

回付

ISOの

委①

（管理）

ISOの

委②

NP
片方

（1回）
回付 ―

CD それぞれ 回付 回付

DIS 1回 回付 ―
FDIS 1回 回付 ―

回付

ISOの

委①

（管理）

IECの

委②

NP
それぞれ

（2回）
回付 回付

CD それぞれ 回付 回付

DIS それぞれ 回付 回付

FDIS それぞれ 回付 回付

注1:DIS・FDISは、委員会内ではなく機構全体に回付
注2:DIS・FDISでは、国代表団体は
すべての国内委員会の意見を1つに定めることが要求される

[1-1.12.7]
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影響が大きいのは？

□議長

☑CM（委員会マネジャー）

□WG Convenor
□Project Leader
□国内委員会事務局

URL：https://isotc.iso.org/livelink/livelink?func=ll&objId=22271765&objAction=browse&viewType=1
出典ファイル名：ISO/IEC Directives changes Part 1 and Consolidated ISO Supplement 2022.pptx

画像：2022-07-13にダウンロードしたファイルのスクリーンショット
(ISO中央事務局より本報告会用に映写使用することの許諾受)

ISO中央事務局の変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
明確化
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ご清聴ありがとうございました
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